
東
京
計
量
士
会

◆
2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
第
3
回
理
事
会

　

東
京
計
量
士
会
は
「
令
和

元
年
度
第
3
回
理
事
会
」
を

7
月　

日
、
東
京
交
通
会
館

19

地
下
「
第
2
会
議
室
A
」
に

お
い
て
開
催
し
た
。

　

第
2
回
理
事
会
議
事
録
確

認
後
、日
本
計
量
振
興
協
会
、

東
京
都
計
量
協
会
、
計
量
器

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
に
お

け
る
定
時
総
会
お
よ
び
出
前

教
室
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
っ
た
。
東
京
計
量
士
会
設

立　

周
年
記
念
行
事
委
員
会

20
か
ら
は
、
2
0
1
9
年
（
令

和
元
年
）
2
月　

日
に
リ
ュ

24

ド
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
目
白
に

お
い
て
、
功
労
者
表
彰
等
を

は
じ
め
と
し
た
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

会
長
あ
い
さ
つ
、
歴
代
会
長

や
関
係
団
体
長
の
祝
辞
、
諸

行
事
の
紹
介
な
ど
を
記
載
し

た
記
念
誌
を
発
行
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
関
東
甲
信
越
計

量
団
体
連
絡
協
議
会
（
群
馬

県
開
催
）
の
提
案
議
題
や
参

加
者
の
確
認
お
よ
び
新
年
度

に
お
け
る
各
部
事
業
の
見
直

し
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
各
部
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
組
織
の
円
滑
と
活
性
化

を
図
る
た
め
、
総
務
部
か
ら

事
務
局
を
独
立
さ
せ
、
企
画

調
整
部
を
総
務
部
に
統
合
さ

せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
新

役
員
初
顔
合
わ
せ
の
懇
親
会

を
実
施
し
、
役
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
た
。

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
1
9
年
6
月
▽　

日
＝

14

理
事
会
開
催
。
5
月
理
事
会

議
事
録
の
確
認
、総
会
報
告
・

会
計
報
告
、月
次
会
計
報
告
。

7
月
▽　

日
＝
理
事
会
開

18

催
。
6
月
理
事
会
議
事
録
の

確
認
、
月
次
会
計
報
告
、
経

産
省
と
の
会
議
に
つ
い
て
。

が
国
は
水
に
恵
ま
れ
た
国
で

あ
り
、
同
時
に
水
が
多
い
た

め
に
こ
う
む
る
災
害
も
莫
大

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
技
術
の
支
え
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
埼
玉
資
源
環
境　

第

一
工
場
ご
み
処
理
施
設
」
で

は
、
ま
ず
建
物
の
外
観
が
ホ

テ
ル
と
見
間
違
え
る
よ
う

で
、
展
望
台
か
ら
の

眺
め
で
は
、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
は
圧
巻
で
し

た
。
施
設
内
の
焼
却

炉
処
理
能
力
や
発
電

能
力
は
想
像
以
上

で
、
如
何
に
ゴ
ミ
が

出
て
い
る
の
か
が
伺

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
の
大
切

さ
、
ゴ
ミ
の
分
別
に

は
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
キ
ユ
ー
ピ
ー　

五
霞
工

場
」
で
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
製
造
工
程
の

見
学
。

　

キ
ユ
ー
ピ
ー
の
歴
史
や
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
の
作
り
方
な
ど
の

話
を
聞
き
、
も
の
づ
く
り
へ

の
想
い
と
そ
の
工
夫
な
ど
を

知
り
、
恐
れ
入
り
ま
し
た
。

製
造
工
程
で
の
見
学
で
は
、

割
卵
工
程
で
、
と
ん
で
も
な

い
速
さ
で
卵
を
割
り
、白
身
・

黄
身
・
殻
と
正
確
に
分
け
て

い
く
様
子
は
圧
巻
で
し
た
。

試
食
タ
イ
ム
の
サ
ラ
ダ
に
お

い
て
は
、
好
み
の
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
を
か
け
て
、
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
日
本
の
高

い
技
術
に
支
え
ら
れ
て
、
人

間
社
会
が
よ
り
よ
き
発
展
を

し
、
人
々
が
健
全
な
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

研
修
見
学
会
で
は
終
日
、

会
員
の
皆
様
と
行
動
を
と
も

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
企
画
を

計
画
し
て
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も
有
意

義
な
時
間
を
す
ご
せ
ま
し

た
。
次
回
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。（
東
京
ミ
ュ
ー
精
器

　

荒
木
宏
長
）

　

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
は
、
令
和
元
年
第
1
回

研
修
見
学
会
を
7
月　

日
に

12

開
催
し
た
。

　

当
協
会
は
会
員
向
け
に
、

同
様
の
見
学
会
や
技
術
研
修

会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
今
回
は
会
員　

名
の
参
加

12

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
計
量
法

の
改
正
に
伴
う
最
新
情
報
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
W

e
b
お
よ
び
S
N
S
を
通
し

て
発
信
し
て
お
り
機
関
誌

「
L
i
b
r
a
」
の
発
刊
も

お
こ
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

見
学
内
容
等
、
参
加
者
の
感

想
を
寄
稿
す
る
。

◇

　

今
回
、
再
会
員
に
な
っ
て

初
め
て
の
研
修
見
学
会
で
し

た
。

　

行
く
前
か
ら
「
首
都
圏
外

郭
放
水
路
」
に
は
と
て
も
興

味
が
あ
り
、
楽
し
み
に
し
て

い
て
、
実
際
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
地
下
神
殿
に
は

圧
倒
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
巨

大
な
柱
が
立
ち
並
び
と
て
も

幻
想
的
な
場
所
で
、
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
な
く
1
1

6
段
の
階
段
の
上
り
下
り
は

き
つ
か
っ
た
で
す
が
、
良
い

運
動
に
な
り
ま
し
た
。
係
員

さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と
、
ポ

ン
プ
施
設
に
は
江
戸
川
へ
水

を
排
出
す
る
際
、　

m
プ
ー

25

ル
を
1
秒
間
で
空
に
で
き
る

パ
ワ
ー
が
あ
る
そ
う
で
、
こ

の
施
設
の
お
か
げ
で
水
害
が

減
っ
て
い
る
こ
と
に
、
あ
り

が
た
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に

日
本
の
土
木
技
術
の
高
さ
に

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
わ

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0　

以
kg

下
の
は
か
り

▽
練
馬
区
＝
8
月　

日
～　

28

11

月　

日
▽
港
区
＝
9
月
4
日

22
～　

月　

日
▽
台
東
区
＝
9

10

21

月　

日
～　

月
7
日
▽
中
央

20

11

区
＝　

月　

日
～　

月
6
日

10

23

12

▽
葛
飾
区
＝　

月
8
日
～
1

11

月　

日
▽
豊
島
区
＝　

月　

21

11

25

日
～
1
月　

日
▽
千
代
田
区

24

＝　

月
9
日
～
1
月　

日
▽

12

28

板
橋
区
＝
1
月　

日
～
3
月

22

　

日
▽
品
川
区
＝
1
月　

日

27

27

～
3
月　

日
▽
江
戸
川
区
＝

19

1
月　

日
～
3
月　

日

29

30

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
5
0　

を
kg

超
え
2
ｔ
以
下
の
は
か
り
お

よ
び
都
が
指
定
し
た
事
業
所

▽
港
区
、
中
央
区
＝
9
月
9

日
～　

月　

日
▽
豊
島
区
、

11

22

葛
飾
区
、
千
代
田
区
＝　

月
11

5
日
～　

月　

日
▽
品
川

12

26

区
、
江
戸
川
区
、
板
橋
区
＝

　

月　

日
～
3
月　

日

12

16

30

◇
ひ
ょ
う
量
が
2
ｔ
を
超
え

る
は
か
り

▽
荒
川
区
、
足
立
区
、
大
田

区
、
品
川
区
＝
9
月
2
日
～

2
月　

日
▽
葛
飾
区
＝
3
月

28

2
日
～
3
月　

日
30

◇
環
境
計
量
器
の
計
量
証
明

検
査

▽
振
動
レ
ベ
ル
計
＝
9
月
2

日
～　

月　

日

10

18

　

2
0
1
9
年（
令
和
元
年
）

7
月　

日
、
東
京
都
計
量
検

12

定
所
2
階

会
議
室
A
、

B
で
適
正

計
量
管
理

主
任
者
養

成
講
習
会

（
生
産
関
係
）を
開
催
し
た
。

受
講
者
は
東
京
都
内　

事
業

12

所　

名
と
大
盛
況
だ
っ
た
。

34

　

は
じ
め
に
計
量
管
理
研
究

部
会
の
小
林
部
会
長
に
よ
る

開
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
講

習
に
入
っ
た
。
講
習
内
容
は

以
下
の
と
お
り
。　

①
計
量

法
の
あ
ら
ま
し
と
適
正
計
量

管
理
事
業
所
制
度
に
つ
い
て

（
東
京
都
計
量
検
定
所
管
理

指
導
課
鈴
木
麗
子
課
長
代

理
）
②
筆
記
試
験
（
同
鈴
木

麗
子
課
長
代
理
）
③
製
造
業

に
お
け
る
計
量
管
理
（
東
京

都
計
量
協
会
竹
添
雅
雄
計
量

士
）
④
実
習
：
は
か
り
の
検

査
方
法
（
東
京
都
計
量
協
会

計
量
管
理
研
究
部
会
計
量
士

7
名
）

　

講
習
終
了
後
、
東
京
都
計

量
検
定
所
の
鈴
木
麗
子
課
長

代
理
に
よ
る
筆
記
試
験
の
講

評
及
び
筆
記
試
験
合
格
者

（
今
回
は
受
講
者
全
員
）
へ

の
認
定
書
授
与
が
あ
っ
た
。

　

お
わ
り
に
、
計
量
管
理
研

究
部
会
の
吉
田
副
部
会
長
に

よ
る
閉
会
あ
い
さ
つ
が
あ

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

講師：東京都 鈴木麗子課長代理

実習：計量管理研究部会 計量士

No.268 適
正
計
量
管
理
主
任
者
養
成
講
習
会
開
催

7
月　

日
、東
京
都
計
量
検
定
所
で

12

都検定所

講師：東京都計量協会 竹添計量士

り
、
2
0
1
9
年
度
（
令
和

元
年
度
）
適
正
計
量
管
理
主

任
者
養
成
講
習
会
（
生
産
関

係
）
は
無
事
終
了
し
た
。
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計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

令
和
元
年
度
第
1
回
研
修
見
学
会開催

報
告

部
会
・
団
体

だ
よ
り

▽
大
気
濃
度
計
＝　

月
5
日

11

～　

月　

日

12

13

▽
ガ
ラ
ス
電
極
式
水
素
イ
オ

ン
濃
度
計
指
示
部
＝
1
月　
14

日
～
2
月　

日
21

◇
皮
革
面
積
計
の
定
期
検
査

お
よ
び
計
量
証
明
検
査

▽　

月　

日
～　

月　

日

10

23

10

26

2
0
1
9（
平
成　

）年
度
下
半
期

31

は
か
り
定
期
検
査
等
の
予
定

都検定所



が
定
め
て
い
る
。
例
え
ば
日

本
国
内
で
は
J
で
始
ま
る
認

証
機
関
で
I
A
T
F
1

6
9
4
9
の
認
証
機
関

と
し
て
I
A
T
F
か
ら

指
定
さ
れ
て
い
る
の
は

2
機
関
の
み
で
あ
る
。
I

S
O 
9
0
0
1
の
認
証

で
J
A
B
（Japan

A
c

cre
d
itatio

n
B
o
ar

d  
日
本
適
合
性
協
会
）
に

認
定
さ
れ
て
い
る
Q
M

S
認
証
機
関
の
数
の　
39

よ
り
は
る
か
に
少
な
い
。

こ
れ
は
、
多
数
の
供
給
者

に
対
応
す
る
た
め
既
存

の
認
証
機
関
を
利
用
し
つ

つ
、
か
つ
審
査
活
動
を
直
接

し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
い
う
発
想
と
見
え

る
。

　

他
の
産
業
で
も
同
様
に
、

I
S
O 
9
0
0
1 
を
発
展

さ
せ
た
独
自
の
規
格
が
制
定

さ
れ
て
い
る
。
要
求
事
項
の

追
加
分
は
業
界
に
よ
り
異
な

る
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
認
証
ス
キ
ー
ム
に

組
み
込
ん
で
い
く
か
も
業
界

に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
着
目
し
つ
つ
、

次
回
に
お
い
て
、
航
空
宇
宙

業
界
と
鉄
道
業
界
に
お
け
る

状
況
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す

る
。

dardization

、
国
際
標
準

化
機
構
）
の
場
で　

I
S
O

／
T
S 
1
6
9
4
9
：
1

9
9
9
を
成
立
さ
せ
た
。
2

0
1
5
年
に
規
格
を
I
S
O

／
T
S 
1
6
9
4
9
：
2

0
0
9
か
ら
業
界
規
格
で
あ

る
I
A
T
F 
1
6
9
4
9

（
自
動
車
産
業
品
質
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格−

自
動
車
産
業
の
生
産
部
品
及

び
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
部
品

の
組
織
に
対
す
る
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
事

項
）
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。

　

こ
の
I
A
T
F
1
6
9
4

9
：
2
0
1
6
は
I
S
O 

9
0
0
1
：
2
0
1
5 
を

前
提
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、

追
加
分
の
み
が
業
界
規
格
と

な
っ
て
い
る
。
と
て
も
大
部

か
つ
明
確
な
要
求
事
項
を
含

む
も
の
で
あ
り
、
著
者
の
目

を
引
い
た
要
求
事
項
の
ご
く

一
部
を
第
4
図
に
挙
げ
た

が
、
購
入
側
の
意
図
が
明
確

に
表
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
、
要
求
事
項
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
読
者
は

図
2
の
I
S
O 
9
0
0

1
を
I
S
O 
9
0
0
1

+
I
A
T
F 
1
6
9
4

9
に
そ
っ
く
り
置
き
換

え
た
認
証
シ
ス
テ
ム
が

成
立
し
た
と
想
像
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で

は
な
い
。
成
立
し
た
の
は

第
5
図
に
あ
る
よ
う
な

認
証
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。

認
証
機
関
を
認
定
（
指

定
）
す
る
の
は
認
定
機
関

で
は
な
く
I
A
T
F
自
身
で

あ
り
、
そ
の
認
証
ス
キ
ー
ム

の
ル
ー
ル
な
ど
も
I
A
T
F

I
S
O 
9
0
0
1

セ
ク
タ
ー
規
格 

（
そ
の
1
）

　

前
回
で
は
I
S
O 
9
0

0
1
は
発
行
以
来
全
世
界
に

広
が
り
大
成
功
が
続
く
か
に

見
え
た
が
、
現
在
は
伸
び
悩

み
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
。「
な
ぜ
頭
打
ち
に

な
っ
た
の
か
？
」
あ
る
い
は

「
見
か
け
の
認
証
件
数
は
頭

打
ち
だ
が
I
S
O 
9
0
0

1
の
採
用
の
広
が
り
は
進
ん

で
い
る
の
か
？
」
な
ど
の
疑

問
を
著
者
は
ず
っ
と
持
っ
て

い
る
が
、
ま
だ
納
得
で
き
る

解
答
は
得
て
い
な
い
。た
だ
、

I
S
O 
9
0
0
1
規
格
は

あ
ら
ゆ
る
業
種
業
態
（
例
え

ば
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）
に
対

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
内
容
が
汎
用
的

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
特
定

の
業
界
で
の
要
求
が
入
っ
て

い
な
い
こ
と
は
あ
る
で
あ
ろ

う
し
、
要
求
事
項
が
入
っ
て

い
た
と
し
て
も
「
こ
の
よ
う

に
要
求
事
項
を
満
足
し
な
さ

い
」
と
具
体
的
な
言
及
は
さ

れ
な
い
。
従
っ
て
、
特
定
の

業
界
に
と
っ
て
I
S
O 
9

0
0
1
認
証
の
取
得
企
業
に

対
し
て
、
取
得
だ
け
で
無
条

件
に
納
入
資
格
を
与
え
る
に

は
た
め
ら
い
が
あ
る
だ
ろ
う

と
は
想
像
で
き
る
。

　

I
S
O 
9
0
0
1
の
認

証
を
受
け
る
企
業
と
し
て
み

れ
ば
、
認
証
取
得
に
よ
っ
て

納
入
先
の
企
業
（
第
二
者
）

か
ら
受
け
る
工
場
や
生
産
シ

ス
テ
ム
の
監
査
（
第
二
者
監

査
）
を
合
理
化
し
た
い
。
第

1
図
を
見
て
分
か
る
よ
う
に

N
の
供
給
者
と
M
の
顧
客
が

い
れ
ば
N
×
M
の
多
数
の
第

二
者
監
査
が
発
生
す
る
の
で

顧
客
も
同
意
し
そ
う
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
I
S
O 
9
0
0

1
の
認
証
を
利
用
す
る
第
2

図
に
移
行
す
る
わ
け
で
あ
る

が
、
せ
っ
か
く
の
I
S
O 
9

0
0
1
の
認
証
を
取
得
し
て

も
、
そ
の
要
求
事
項
の
み
で

は
顧
客
に
と
っ
て
十
分
で
な

け
れ
ば
、
劇
的
な
効
率
化
は

望
め
な
い
。
I
S
O 
9
0
0

1
は
も
と
も
と
、
高
み
を
究

め
る
た
め
の
規
格
、
と
い
う

よ
り
も
、「
自
分
で
ハ
ー
ド
ル

の
高
さ
と
数
を
決
め
て
し
っ

か
り
跳
べ
ば
O
K
」
と
い
う

立
て
つ
け
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
特
定
の
業
界
に
と
っ
て

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
っ
た
と

し
て
も
I
S
O 
9
0
0
1

そ
の
も
の
を
変
え
る
の
は
現

実
的
で
な
い
。

　

こ
の
問
題
意
識
は
、
製
品

の
信
頼
性
を
追
求
し
た
い
業

種
で
は
早
く
か
ら
あ
り
、
I

S
O 
9
0
0
1
を
土
台
に

し
、
そ
れ
に
変
更
・
追
加
を

加
え
た
規
格
を
各
業
界
で
独

自
に
制
定
す
る
場
合
が
あ

り
、
セ
ク
タ
ー
規
格
と
呼
ば

れ
る
。
今
回
は
自
動
車
業
界

の
動
き
を
紹
介
し
、
い
か
に

規
格
を
作
る
と
と
も
に
認
証

ス
キ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
作
り

運
用
し
て
い
る
か
を
紹
介
し

た
い
。
そ
の
よ
う
な
動
き
は

航
空
業
界
、
鉄
道
業
界
あ
る

い
は
他
の
業
界
に
も
広
が
っ

て
い
る
。

　

自
動
車
業
界
に
お
け
る
I

S
O 
9
0
0
1
を
土
台
に

し
た
規
格
策
定
の
ご
く
簡
単

化
し
た
流
れ
を
第
3
図
に
挙

げ
た
。
ま
ず
は
1
9
9
4
年

の
米
国
ビ
ッ
グ
3
の
動
き
で

あ
り
、
次
に
欧
米
自
動
車
関

係
業
界
を
中
心
に
1
9
9
5

年
に
成
立
し
た
I
A
T
F（I

n
tern
ation

alA
u
tom

o
tiv
e
T
a
sk
F
o
rc
e
,  

国
際
自
動
車
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
）
が
1
9
9
9
年
に
I
S

O
（In

tern
ation

alO
r

g
an
izatio

n
fo
r
S
tan

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（13）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一第1図　第二者監査第2図　9001の認証の活用

（第三種郵便物認可）（5） 2019年（令和元年）8月25日（日）第3252・53号

第3図　IATF16949：2016の成立まで

第4図　IATF16949要求事項例（ごく一部）

第5図　IATF16949による認証スキームの成立

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】
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石
井
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田
中
正
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▽
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広
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物
江
稔
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本
研
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▽
横
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二
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吉
田
勝

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

緯

0
3
―
6
6
6
6
―

8
9
6
0

　

2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

年
度
）
関
東
甲
信
越
地
区
計

量
団
体
連
絡
協
議
会
が
群
馬

県
の
当
番
で　

月　

日　

、

10

24

（木）

伊
香
保
温
泉「
ホ
テ
ル
木
暮
」

（
渋
川
市
伊
香
保
町
伊
香
保

1
3
5
番
地
）
で
開
催
さ
れ

る
。

（
▽　

時　

分
～
開
催
要
項

13

30

説
明
、
▽　

時　

分
～
連
絡

13

50

協
議
会
、▽　

時
～
講
演「
紅

16

絹
の
美
～
よ
み
が
え
る
虹

～
」▽　

時　

分
～
懇
親
会
）

18

20

関
東
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地

区
計
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団
体
連

絡
協
議
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